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議会報告会（山鹿市民交流センター）

　9月27日（水）に議会報告会を山鹿市民交流センターで開催しました。
今回はスライドを使い、よりわかりやすい説明に努めました。
　22名の方にご参加いただき、報告内容に関連する質問・意見のほか、普段の生活からの市政や議
会に対する様々な意見・要望をいただきました。ありがとうございました。 
　その中で今回、アンケート結果の一部をご紹介いたします。なお、質問・意見・要望につきまして
は、次号にて掲載する予定です。

参加者が少なく残念。今回の説明は委員長だけでなく、一年生議員からの説明があり新鮮でよ
かったと思った。次回の報告会には多くの人が参加されるよう事前のPRをお願いしたい。

同じ時間に他の会議に出席していたため、質疑応答の時間からしか参加できなかったので、次
回あるときは最初から参加したいと思う。報告会の告知（お知らせ）は同日のみか。広く市民の
皆さんに知らせてもらえればと思う。議会も一度傍聴してみたい。

本日は各議員のお一人お一人お顔を拝してのこの機会は何よりよい経験となった。ふるさと、地
元愛がないわけではないが、もっと市民の声が近くなればいいと思う。

スライド資料を手元にほしい。口頭で数字を言われても理解しにくい。もっとカジュアルな報告
がいい。ミーティング形式とか。

初めて報告会を聞かせていただいた。よければ旧市町で開催していただきたいと思う。

意見に対し「行政に伝える」だけでなく、委員会としての意見を。

その他

【アンケート結果】

アンケートにも様々な意見が寄せられました。

議会報告会を開催！

年　齢 内容について 今後について

お住まいの地域

70歳以上

60歳代

50歳代

30歳
代

未回答

よく理解
できた

未回答

少し理解
できた

よくわから
なかった

不定期で
開催してほしい

未回答

定期的に
開催してほしい

山鹿

鹿北

鹿央

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
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「行政視察報告 〜先進地研修を終えて〜」

議会運営委員会　平成 29 年 10 月 4 日～ 10 月 5 日

【広島県三次市及び世羅町】
　三次市議会では、議会基本条例の検証及び議会報告会の研修を行った。

基本条例の検証は、各条文ごとに 4 つの評価を行われていた。評価方法は各会派で評価し、それを
議会運営委員会で取りまとめておられた。その成果は、条例改正や常任委員会での自由討議の取り組み
につながったということである。

議会報告会は、議員を 4 班に分けて21 カ所を回り、12 月定例会から9 月定例会で議論になった
案件等を報告されている。参加者数は約 400 人。報告のしっ放しではなく、報告会の取りまとめを行い、
次にどのように生かすかを検討することが大事であると話された。本市の運営方法として大いに参考となっ
た。

三次ワイナリーでは、垣根栽培にもかかわらず屋根
をつける栽培方法が品質管理に一番良かったというこ
とと、生産農家の面積と本数を保障することで、量より
も良いブドウを収穫する工夫をしていることなどの説明
があった。

せらワイナリーでは、ブドウの品種選択は最終的な
ターゲットをどこに置くか考える必要があることと、自
社農園を持たずに契約農家から購入されているなどの
説明があった。

どちらのワイナリーも地元農家を中心に置き、地元
の農業振興に大きく貢献されている会社であり、本市
のワイナリー事業の取り組みに大いに参考になった。 広島県三次市

【注意事項】
※年間予定ですので、市の行事、市長会・議長会等の公務、委員会委員の日程調整によって変更となる場合があります。
※委員会傍聴の場合、各委員会とも先着12名となります。
※各委員会においては、午前もしくは午後に市内の現場を見る現地調査（傍聴者の同行不可）が予定されることがあり

ます。事前に議会事務局（電話43-1634）へ日程のお問い合わせをお願いします。
※必要がある場合は、予定表の定例会以外に招集される議会「臨時会」が開催されます。

2018年（平成30年）定例会の会期日程予定表

行
政
視
察
報
告
・
定
例
会
会
期
予
定
表

３月定例会 6月定例会 9月定例会 12月定例会

開 会 日 3月  2日 （金） 6月  1日 （金） 8月30日 （木） 11月29日 （木）

質 疑・一 般 質 問 3月  8日 （木） 6月  8日 （金） 9月  5日 （水） 12月  5日 （水）

質 疑・一 般 質 問 3月  9日 （金） 6月11日 （月） 9月  6日 （木） 12月  6日 （木）

建設経済委員会 3月12日 （月） 6月12日 （火） 9月  7日 （金） 12月  7日 （金）

市民福祉委員会 3月13日 （火） 6月13日 （水） 9月10日 （月） 12月10日 （月）

総務文教委員会 3月14日 （水） 6月14日 （木） 9月11日 （火） 12月11日 （火）

閉 会 日 3月19日 （月） 6月19日 （火） 9月14日 （金） 12月14日 （金）

32018.2



◆
付
託
案
件　

　

議
案
６
件
…
承
認
・
可
決

就
学
援
助
費
（
新
入
学
児
童
生
徒

学
用
品
費
）
を
支
給
す
る
対
象
者
を

ど
れ
だ
け
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

本
年
度
ま
で
は
、
就
学
後
に
支
給

し
て
い
た
が
、
就
学
前
に
支
給
す
る

こ
と
と
し
た
。
来
年
度
の
小
学
校
新
入
生

は
、
４
４
７
人
。
中
学
校
新
入
生
は
４
５
０

人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
支
給
対
象
者
は
、
生

徒
数
の
20
％
を
見
込
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

90
人
を
予
定
し
て
い
る
。

≪
小
学
校
就
学
援
助
費
３
６
５
万
４
千
円
、

　

中
学
校
就
学
援
助
費
４
２
６
万
６
千
円
≫

八
千
代
座
等
の
指
定
管
理
の
目
的

と
期
間
決
定
の
基
準
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
➡

平
成
15
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に

伴
い
導
入
さ
れ
、「
民
間
能
力
を
活
用

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
期
間
に
つ

い
て
は
、
地
方

自
治
法
に
規

定
は
な
い
。

本
市
で
は
効

果
的
な
業
務

運
営
、
効
率

的
な
施
設
管

理
と
と
も
に

適
正
な
競
争

性
な
ど
の
観

点
か
ら
、
３

年
を
基
本
と
し
、
施
設
の
目
的
等
か
ら
継
続

的
管
理
が
望
ま
れ
る
場
合
は
、
５
年
間
と
設

定
し
て
い
る
。

山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
管
理
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
。

公
道
か
ら
敷
地
内
に
入
っ
た
時
点
の

駐
車
場
か
ら
、
体
育
館
、
野
球
場
な
ど

を
園
内
道
路
ま
で
全
て
含
ま
れ
て
い
る
。

山
鹿
市
民
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者

に
、
２
社
か
ら
応
募
が
あ
っ
て
い

る
。
そ
の
選
定
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
➡施

設
ご
と
に
設
定
し
た
審
査
基
準

に
よ
り
、選
定
委
員
会
で
選
定
す
る
。

選
定
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
（
現
在
は
、

大
学
教
授
１
人
・
公
認
会
計
士
１
人
）、
副

市
長
ほ
か
市
の
職
員
で
構
成
し
て
い
る
。
選

定
に
あ
た
っ
て
は
①
書
類
審
査
②
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
③
運
営
・
コ
ス
ト
面
④
自
主
事

業
な
ど
で
決
定
し
て
い
る
。

〇
鹿
本
幼
稚
園（
鹿
本
町
来
民
）

就
学
前
の
児
童
に
幼
児
教
育
と
保
育
を
一

体
的
に
行
う
認
定
こ
ど
も
園
予
定
地（
現
鹿

本
幼
稚
園
）を
視
察
し
た
。平
成
31
年
４
月
開

園
に
向
け
て
の
設
計
計
画
や
、入
園
の
要
件
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

〇
山
鹿
小
学
校（
山
鹿
市
山
鹿
）

平
成
32
年
の
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、

外
国
語
を
５
・
６
年
生
で
70
時
間
、３
・
４
年
生

で
35
時
間
の
授
業
が
始
ま
る
。そ
の
前
段
と
し

て
英
語
教
育
を
実
践
し
て
い
る
、山
鹿
小
学

校
６
年
生
の
外
国
語（
英
語
）の
授
業
を
参
観

し
た
。

入
学
前
に
就
学
援
助
費
を
支
給
へ

現
地
調
査

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

※
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、

　
広
報
委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

◎
寺
崎
　
勇
児
　
〇
冨
丸
洋
一
郎

　
池
田
　
誠
一
　
　
吉
本
　
政
幸

　
藤
本
　
峰
秀
　
　
勢
田
　
昭
一

　
小
川
　
榮
二

山鹿小学校「英語授業」

八千代座

問答

問

問問

答

答答
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開催

平
成
29
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算

就
学
援
助
費
に
つ
い
て

公
の
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

4 2018.2

常
任
委
員
会
審
査
と
報
告
⑴



◆
付
託
案
件　

　

議
案
６
件
…
可
決

特
殊
な
仕
事
な
の
で
資
格
が
必
要

か
。
指
定
管
理
料
は
い
く
ら
か
。
利

用
者
は
、
市
外
か
ら
も
あ
る
の
か
。
利
用
代

金
は
ど
こ
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

会
社
内
研
修
で
の
資
格
と
な
っ
て

い
る
。

平
成
25
年
か
ら
29
年
の
期
間
は
、
１
年
間

で
１
６
４
５
万
７
１
４
２
円
。

一
部
市
外
（
割
り
増
し
料
金
）
か
ら
の
利

用
も
あ
る
。

利
用
料
も
含
め
た
指
定
管
理
料
と
な
っ
て

い
る
。

金
額
が
大
き
い
の
で
、
資
格
要
件

が
不
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
県
外
で
は

な
く
市
内
か
ら
募
れ
な
い
の
か
。

一
定
の
要
件
が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば

可
能
で
あ
る
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
ら
れ
な
い
の
で
、
技
術
、
経
験
値

が
必
要
で
あ
る
。

〇
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
工
事
現
場

工
事
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
た
。

〇
薄
尾
斎
場

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
い
た
空
調
設
備
の
室

外
機
の
状
態
、そ
の
後
の
対
応
な
ど
も
確
認

し
た
。

〇
癒
し
の
森　

ゆ
〜
か
む

施
設
譲
渡
後
の
施
設
整
備
の
状
況
を
確
認

し
た
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

技
術
・
経
験
値
の
要
件
を
確
保

現
地
調
査

市
民
福
祉

常
任
委
員
会

◎
服
部
　
香
代
　
○
平
井
　
邦
廣

　
芹
川
　
正
美
　
　
北
原
　
昭
三

　
有
働
　
辰
喜
　
　
芋
生
よ
し
や

薄尾斎場（鍋田地区）

廃棄物処理施設建設工事現場（石地区）

12/11
開催平

成
29
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算

障
害
者
福
祉
費
の
就
学
前
の
発
達
支
援
、

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
増
加
に
よ
る
障
害
児
通
所
等
給

付
費
を
増
額
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て

児
童
福
祉
総
務
費
の
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業　

見
込
み
よ
り
も
利
用
件
数
が
上
回

る
こ
と
で
の
増
額
補
正
予
算
に
つ
い
て

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
山
鹿
市
薄
尾
斎
場
）

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
が
、
増

え
た
と
い
う
の
は
ど
ん
な
状
況
な
の
か
。

保
護
者
の
方
が
、
保
育
園
な
ど
の
関

わ
り
も
あ
っ
て
、
低
年
齢
の
う
ち
に
子

ど
も
の
状
況
に
気
づ
き
、
認
定
を
受
け
早
め

の
支
援
を
望
む
な
ど
意
識
の
高
ま
り
も
あ
っ

て
、
要
支
援
者
が
増
加
し
て
い
る
。

流
行
性
疾
病
な
ど
に
よ
る
増
加
な

の
か
。

流
行
性
疾
病
は
つ
か
ん
で
い
な
い
。

早
め
の
受
診
、
院
外
処
方
な
ど
で
、

指
定
管
理
者
が
富
山
県
の
会
社
と

遠
方
だ
が
な
ぜ
か
。　

近
隣
で
同
社
を
指
定
し
て
い
る
所
が
あ
る
か
。

こ
れ
ま
で
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
な
い

か
。ま
た
、雇
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

公
募
を
行
っ
た
結
果
、
㈱
五
輪
１

社
が
応
募
し
た
。

近
隣
で
は
、
熊
本
市
斎
場
、
類
似
施
設
で

は
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
、
愛
媛
県
八
幡
浜
市
な

ど
が
指
定
し
て
い
る
。

山
鹿
市
で
は
、
平
成
８
年
か
ら
19
年
は
火

葬
業
務
委
託
。
平
成
19
年
か
ら
29
年
に
同
社

が
指
定
管
理
業
務
を
受
注
し
て
い
る
。　

そ
の
間
支
障
が
あ
っ
た
こ
と
は
聞
い
て
い

な
い
。

雇
用
に
関
し
て
は
、
地
元
か
ら
３
名
と
受

付
１
名
を
正
職
採
用
し
、
退
職
ま
で
雇
用
さ

れ
て
い
る
。

増
加
し
た
も
の
。

15
歳
以
上
の
助
成
見
込
額
は
い
く

ら
か
。
補
正
後
の
金
額
は
い
く
ら
か
。

２
８
７
６
万
円
、
利
用
件
数

１
万
１
０
０
０
件
。
補
正
後
の
総
額

は
２
億
１
５
３
０
万
円
で
あ
る
。

問問

問

問

問

問

答答

答答

答

答
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商
工
観
光
課
が
所
管
し
、
ま
つ
り

以
外
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

等
と
相
談
を
し
な
が
ら
有
効
活
用
を
図
る
。

ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係
課
と

協
議
し
て
い
く
。

有
料
の
特
別
観
覧
席
（
仮
設
ス
タ

ン
ド
）
は
、
現
在
１
５
０
０
席
程
度

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
今
回
改

修
す
る
ス
タ
ン
ド
へ
全
て
移
行
さ
れ
る
の
か
。

灯
籠
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
の
協

議
が
必
要
だ
が
、
将
来
的
に
は
改
修

を
終
え
た
ス
タ
ン
ド
へ
移
行
し
た
方
が
費
用

面
か
ら
も
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
平
成
30
年
は
移
行
期
間
と
し
て
特
別
観

覧
席
を
１
０
０
０
席
程
度
設
置
す
る
予
定
。

〇
屋
外
運
動
場
既
設
ス
タ
ン
ド
改
修
工
事

　
（
山
鹿
小
学
校
）

改
修
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
運
動
場
南

側
か
ら
大
宮
神
社
側
の
既
設
ス
タ
ン
ド
を
視

察
。よ
り
安
全
か
つ
良
好
な
環
境
で
千
人
灯

籠
踊
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
設
備
。

日
頃
は
学
校
行
事
や
地
域
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
有
効
活
用
さ
れ
る
。席
数
は
９
３
１

席
、予
算
額
は
総
計
７
４
０
０
万
円
程
度
。工

期
は
平
成
30
年
２
月
か
ら
７
月
の
予
定
。

〇
上
久
野
団
地
汚
水
処
理
施
設

　

工
事（
鹿
央
町
上
久
野
）

水
洗
化
が
済
ん
で
い
な
い
市
営
住
宅
。今

年
度
中
に
浄
化
槽
を
設
置
。全
体
額
で
は
３ 

億
６
０
０
０
万
円
程
度（
１
／
２
補
助
対
象
）

を
予
定
。

千
人
灯
籠
踊
り
会
場
・
常
設
ス
タ
ン
ド
へ
！

現
地
調
査

建
設
経
済

常
任
委
員
会

◎
永
田
　
紘
二
　
○
冨
田
　
弘
海

　
横
手
　
啓
介
　
　
堀
　
　
茂
幸

　
藤
原
　
豊
　
　
　
立
山
大
二
朗

上久野Ａ団地汚水処理施設工事現場

山鹿小学校既設スタンド

山
鹿
市
６
次
産
業
化
・
観
光
連
携
推
進
施
設

条
例
に
つ
い
て

道
路
整
備
事
業
予
算
の
総
額
確
保
等
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

平
成
29
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

条
例
案
で
、「
業
と
し
て
の
撮
影
等

が
禁
止
」
と
あ
る
が
、
取
材
等
は
で

き
な
い
の
か
。

山
鹿
市
が
主
体
的
に
協
力
で
き
る

映
画
や
情
報
番
組
で
あ
れ
ば
一
緒
に

行
う
。
情
報
発
信
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
運

営
規
定
な
ど
も
定
め
て
い
く
。

指
定
管
理
期
間
の
３
年
と
５
年
の

違
い
は
。

基
本
は
３
年
だ
が
、施
設
状
況
に
よ
っ

て
判
断
を
加
味
し
て
５
年
と
し
て
い
る
。

公
募
の
方
法
は
。

募
集
要
綱
や
仕
様
を
市
で
作
成
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
行
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
料
は
ど
の
よ
う
に
算
出

し
て
い
る
か
。

過
去
３
年
間
の
実
績
な
ど
か
ら
、

安
定
的
に
運
用
で
き
る
金
額
を
算
出

し
て
い
る
。
上
限
の
基
準
額
と
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

さ
く
ら
湯
の
基
準
額
が
上
が
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

さ
く
ら
湯
再
生
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
給
湯
設
備
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
必
要
な
た
め
。

「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の

特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ
る

補
助
率
の
か
さ
上
げ
措
置
が
平
成
29
年
度
末

で
切
れ
る
た
め
、
平
成
30
年
度
以
降
も
引
き

続
き
現
行
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
を
求
め
、

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
る
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
、原
案
の
通
り
決
し
た
。

今
回
改
修
す
る
山
鹿
小
学
校
運
動
場

の
ス
タ
ン
ド
は
、
改
修
後
ど
の
部
署
で

管
理
す
る
の
か
。
ト
イ
レ
整
備
も
必
要
で
は
。

問問問

問

問問

問

答答答

答答

答答

12/8
開催◆

付
託
案
件　

　

議
案
13
件
…
可
決
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インターネット録画配信をご覧いただけます。

こちらの
QR コードからご覧いただけます。

の順にクリックしてください。

山鹿市
ホームページ

市議会
一覧

定例会の
様子

芋生 よしや　議員

試走は、練習で培った力を最大限発揮するために大変重

要なことである。一方で様々な部活動を公平に支援するうえ
で、補助金は交付要綱に基づいた厳正な運用が必要である。

高度化・多様化する業務に、能力を発揮するためには、
健康の保持・増進は不可欠。仕事と生活の調和が、心身
のリフレッシュを促進し、士気を高め公務能率を向上さ
せるとの観点から、一斉定時退庁日の推進や業務効率化
を図っている。

また、職員にコスト意識を持たせ、時間外勤務に対す
る意識変革を進め、長時間勤務の縮減に可能な限り努め
ていく。

上記質問の他に、読書活動推進委員、公民館自主講座、
地域自治振興交付金、国民健康保険税なども取り上げた。

市民要求実現について

市職員の長時間労働について

市民が要望しても「財政が厳しいとなかなか
取り組んでくれない」との声がある。
県内 14 市でも 4 番目に多い 70 億円財政調
整基金を活用して、市民の要望に応え、住民
の福祉の向上を図るべきではないか。　
教育予算では、好成績を上げた中体連駅伝だ
が、県駅伝試走への補助が廃止されたため、
試走費用は、各学校が協賛金や資源回収など
で、大変苦労して捻出している。必ず行うと
いう試走費（今回は約 16 万円）の補助はす
べきではないのか。

近年過労死が問題になっているが、出退勤管理
による労働時間が１カ月 80 時間を超える職員
や、最多で過労死ラインを超える 148 時間と
いう職員もいる。極めて危険な状態。是正を図
るべきではないか。

教育長

市長

熊本県14市の平成26〜28年度財政調整基金一覧表（地域抜粋）

質問

質問

答弁

答弁

熊本県
平成26年度 平成27年度 平成28年度

財政調整基金 財政調整基金 財政調整基金

熊本市 101億円 101億円 71億円

八代市 35億円 35億円 21億円

山鹿市 57億円 69億円 70億円

天草市 136億円 131億円 137億円

平成28年度

人口 財政調整基金 基金総額

熊本市 74万人 71億円 171億円

八代市 13万人 21億円 95億円

山鹿市 5.4万人 70億円 147億円

天草市 8.6万人 137億円 190億円
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①合併から平成 29 年度までの 13 年間における合併
特例債の発行額については、117 億 6570 万円と見
込んでいる。また、平成 30 年度及び平成 31 年度
については、一般廃棄物処理施設整備事業、学校規
模適正化事業、カルチャースポーツセンター整備事
業等への活用を予定している。

②山鹿市の場合、最大で 30 億 9440 万円の基金造成
が可能であるが、今後の地域振興策のあり方、中長

平成 29 年 10 月末現在、65 歳以上は 1 万 8741 人
で高齢化率は 35.3％で、75 歳以上は 1 万 462 人であ
る。また、特別養護老人ホームは、6 施設でその申込者
は 416 名となっている。これから当市としては、新た
な施設の整備は行わず、老健施設、小規模多機能事業所
やグループホーム、軽費老人ホーム等で対処していく所
存である。

防犯灯の重要性については、地域の安心・安全な暮ら
しに欠かせない重要な社会インフラの一つであると考え
ている。

すずらん灯については、設置後 30 年が経過し、老朽
化による取り換えが
必要となっているこ
と、また、少子高齢
化と過疎化の進行に
より、防犯灯の負担
も年々重くなってい
くと見込まれること
から、電気代の安い
LED へ随時更新して
いく。

① 10 月 31 日に地域代表等で構成された 3 小学校の
統合準備委員会が開催され、3 小学校を現八幡小の
場所で統合することについて合意を得た。一方、開
校に向けた協議や施設の整備期間の必要性から開校
時期の延期が確認された。また、合意の後の開校ま
でに要する期間はおおよそ3～4年を見込んでいる。

②現在、16 クラブで 603 名の児童が利用している。
そのうち、特別な支援を要する児童、計 36 名を受
け入れている。これから放課後児童支援員のスキル
アップや、支援員の数も支援を要する児童 5 名に対
し 1 人の支援員を配していたのを、平成 30 年より
児童 3 名に対し 1 名の支援員を配していく。

期の財政規律の確保、財政健全化指標への影響等を
総合的に勘案し判断していく。

合併特例債の有効活用について

超高齢化社会を迎えるに当たり、
受け皿施設の対応について

防犯灯（すずらん灯）のＬＥＤ化について

教育行政について

①合併特例債の発行期限が、平成 31 年度まで
と期限が迫っているが、これまでの発行状
況、今後どのような事業を予定しているか。

②合併特例債の発行期限終了後も恩恵を受け
られる基金を造成しての活用は考えていな
いか。

① 65 歳以上及び 75 歳以上の高齢者数と、そ
の高齢化率及び特別養護老人ホームの入所
申込者の状況は。

②入所申込者に対する市としての施設整備の
方針は。

すずらん灯を LED 化することで、経費・環境・
機能的な側面から数多くのメリットがあると
思うが、市長の考えを伺う。

①学校規模適正化事業（八幡小、平小城小、
三岳小）3 小学校の再編計画で進捗状況は。

また、これまでの統合された学校で合意を得た後、
開校までの期間はどれくらい要したか。

②放課後児童クラブの利用児童数と、特別な支援を要
する児童の受け入れについて。

総務部長

福祉部次長

市長

教育部長

冨田 弘海　議員

池田 誠一　議員

質問

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

答弁

すずらん灯

小規模多機能ホーム　たけま
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勢田 昭一　議員

本市が保有する公共施設の数と床面積は、計画の基
礎とした平成 28 年 10 月現在、263 棟、総延床面積
約 34 万 3 千㎡。このうち、建築後 30 年以上を経過
している施設の床面積は 48.4％を占めており、さら
に全体の約４割が現在の耐震基準に見直される前の建
物である。

１人目は、石出身の戸上研之選手。1936 年第 11 回
ベルリン大会陸上競技走り幅跳びに出場された。

２人目は、菊鹿町出身の青木行義選手。1952 年第 15
回ヘルシンキ大会、水泳競技 1500 ｍ自由形、1956 年
第 16 回メルボルン大会では７位。２回連続出場された。

３人目は、菊鹿町出身の青木まゆみ選手。1972 年第
20 回ミュンヘン大会に、水泳競技 100 ｍバタフライ優
勝、200 ｍバタフライ８位、400 ｍメドレーリレー６位。

４人目は、鍋田出身の生長奈緒美（旧姓小井手）選手。
視覚に障害をお持ちで、パラリンピックの選手として、
2008 年第 29 回北京大会 50 ｍ自由形５位、2012 年
第 30 回ロンドン大会 50 ｍ自由形８位、100 ｍ自由形
８位、400 ｍ自由形６位。2016 年第 31 回リオデジャ
ネイロ大会と３回連続出場された。

1976 年第 21 回モントリオール大会のハンドボール
競技に、当時の
立石電機、現在
のオムロンハン
ドボール部から
５ 名 が 出 場 し、
５位の成績を収
められた。

①公共施設の数と床面積、また老朽化している
施設を問う。（30 年以上経過している建物
はどれくらいあるか）

②本市出身の選手は何人いるか。その大会・種
目と成績を問う。

総務部長

教育部長

質問

質問

答弁

答弁

上記以外に①公共施設の維持・修繕費②児童生徒の活
発なスポーツ・文化活動への支援などを質問した。

①施設全般の安全確認を年 1 回以上行っている。修
理や撤去は都市公園の長寿命化計画等に基づいて行
う。また、防災等の観点は必要だと考えている。

②管理マニュアル策定等は関係各課と協議を進めたい。
公園施設点検台帳の整備や遊具に緊急連絡先を掲示
する等、安全、安心な住民サービス向上に努める。

宿泊者のニーズ、観光関連業者、地域住民等の意見
を踏まえ総合的に判断していく。

菊鹿の自然を生かし、ここにしかないモノや体験が
できる非日常的な空間の創出を目指す。商品も地元産
物を生かした上質なスイーツ等を開発中であり、製造
事業者等との協議を進めている。指定管理者について
はコンセプトを十分に理解し、官民一体的に連携運営
ができ、市内の他の観光施設との周遊促進を積極的に
図ることができる点を勘案して選定していきたい。

※loT…「Internet of 
Things」の略で、様々
な「モノ（物）」がイ
ンターネットに接続
されること。

公園の維持管理等について

オリンピック・パラリンピックについて

公共施設について

車泊の導入について

菊鹿ワイナリーの目指すものについて

①遊具やベンチ等の施設の点検の状況及び記
録はどうしているか。今後は防災ベンチや防
犯カメラ設置等、防災・防犯の視点をもって
施設の更新を考えているか。

② 100 カ所を超える公園があるが全てに共通
する維持管理計画の策定を求める。

IoT を活用した車泊は周遊型、滞在型の観光の掘り
起こしとなる。災害時の避難場所としても利用で
きる。道の駅などの有効活用として導入を求める。

施設全体のコンセプト及び開発商品の進捗状
況を問う。また望ましい指定管理者の要件をど
う考えているか。

建設部長

経済部長

経済部長質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

カルチャースポーツセンター（山鹿市総合体育館）

鹿校通公園

服部 香代　議員
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山鹿市の農業振興（米政策）について

北原 昭三　議員

芹川 正美　議員

増便については、路線バスの利用実態の把握に努め
る。バス停 500 ｍ以内の利用制限の緩和に関しては、
今後も関係部署と連携して検討を行うと共に、新たに
創設する「山鹿市地域公共交通活性化協議会」におい
て、現状と課題を整理し、市民をはじめバス事業者、国・
県の関係機関、公共交通の専門家と共に協議していく。

これまで農家ごとに米の生産量を割当て米価の安定
や米需給の均衡を図ってきた生産調整及び米の直接支
払交付金を平成 30 年度から廃止する。周知について
は、山鹿市農業再生協議会で申請時等やチラシにより
行っている。今後の情報発信についても需給見通しを
受け、市農業再生協議会で方針等を確認し、農業者に
米の生産目安を伝えていく。

収入保険は、農業経営ごとの収入に対するセーフ
ティネットとして自然災害や価格低下などで基準収入
の 9 割を下回った場合にその額の 9 割を補てんする制

日本遺産の認定を受け、流域市町村との連携した米
に関連した施策や福岡等都市圏での物産展等を通して
引き続きＰＲを行い販売促進につなげる。

農業者の高齢化や減少に伴い集落営農組織の重要性
が増しているので、
組合や法人の立上
げや農地集積、機
械導入などに対し、
県の補助事業等を
活用し支援してい
きたい。

度で、平成 31 年度から実施される。青色申告を行っ
ている農業者が対象で、他の農業共済などと重複はで
きない。

実施主体は農業共済団体が設立する全国連合会で説
明会など周知を行っている。

今後も連携しさらなる情報発信を行っていきたい。

SDGs は、国連で国際合意された 2016 年から
2030 年度までの世界の長期目標。

自治体レベルの取り組みには、義務的・包括的なも
のとして国の実施方針を受けて行政の責務として推進
するものと、自主的・選択的に行うものとがある。本
市においては、可能な取り組みを着実に実施すること
で、持続可能な開発目標の達成に寄与していく。

　上記質問の他に、住宅用火災警報器の設置状況等に
ついて質問を行った。

全国的に投票率は低下傾向にあり、様々な要因があ
ると思われるが、特に若者の政治離れにあると思う。

投票率向上に向けての取り組
みとして、若者層向けには、
実際に模擬投票を経験してい
ただき、先入観を和らげ、投
票への参加意欲が湧くことを
目的とした出前授業を今年度
から各学校に呼びかけてい
る。今後も学校で行われる主
権者教育と連携して取り組ん
でいく。また、選挙が身近な
ものとして感じられ、投票意
欲の向上が図られるよう努め
ていく。

交通弱者対策等について
（あいのりタクシーの利用拡充について）

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の取り組みについて
背景には「誰ひとり取り残さない」という強い思いがある。

投票率向上のための取り組みについて

山鹿チヨマツ号の増便について、また、バス停
から 500 ｍ以内の利用制限の緩和についての
運行拡充をどう図る考えか伺う。

減反廃止に伴う現況、周知や収入保険の内容及
び情報発信について

今後の米政策（ＰＲ支援、組織支援）について

山鹿市における持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）
に向けた、市長の考え、今後の取り組み方針に
ついて伺う。

低投票率の原因をどのように把握し、今後どの
ような工夫のある取り組みを行っていくか見
解を伺う。

市民部長

経済部長

経済部長

選管事務局長

市長

質問

質問

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

答弁

答弁

選挙のめいすいくん

番所地区の棚田
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平成 28 年度、約１億 5200 万円を補助した。今後、
「山鹿市地域公共交通活性化協議会」を創設し、市民、
交通事業者、公共交通の専門家、行政が参加し、公共
交通のあり方の基本方針を明らかにしていきたい。

滞納状況については、高額滞納者は 16 名で最高額
は 78 カ月分で 161 万円。平成 28 年度決算で滞納繰
越額は、8520 万 2000 円となっている。

徴収の取り組みについては、1 カ月の滞納者には督
促状を発送し、2 カ月以上の滞納者には催告状を発送
し、応じない場合には呼び出し面談を実施し、納入誓
約書の提出を求め、納入状況の確認・指導を行ってい
る。連帯保証人に対しても呼び出し面談し、滞納者へ
の納入指導を促している。長期滞納状況にならないよ
うに職員による戸別訪問をし、徴収を行っている。

収納率向上のため、「重要」のスタンプを封筒に押
印するなど意識づけを図っている。徴収によるトラブ
ル発生時には、複数人で対応するなど職員の安全確保
に努めている。

第１次計画の進捗状況を踏まえ平成 31 年度までの
計画である。米野岳中校区４小は、旧米田小の位置で
本年４月に開校。鹿本地域３小は、来民小学校の位置
で開校目標を平成 32 年４月に延期。八幡小・平小城
小・三岳小は事業着手が遅れていたが、３校区の代表
者等による統合準備委員会で統合校の位置を八幡小学
校とし、開校目標年度は当面延期することが確認され
た。鶴城中と山鹿中は、平成 31 年４月に鶴城中を山
鹿中へ編入する計画を進めている。

ＰＴＡや地域住民へ説明を行い十分な理解を得て事
業を進める過程で、時間を要していることに対して深
くお詫び申し上げる。これまでの反省を踏まえ、組織
連携をより密にし、説明責任を果たし、計画的に事業
を進めていきたい。

上記質問の他に、学習指導要領の改訂について質問
を行った。

これまで、市庁舎建設事業、各総合支所再編整備事
業、防災行政無線施設整備事業、地域情報通信基盤格
差是正事業、合併支援道路整備事業などに活用し、本
年度末までに 117 億 6570 万円の発行を見込んでい
る。合併後 15 年間の発行上限額は 165 億円を基本
とし、整備が必要な事業に活用を図る。

一般廃棄物処理施設整備事業や菊鹿ワイナリー構
想推進事業など、当初想定していなかった行政需要
に対応している。学校規模適正化推進事業が当初計

画から大幅に変更になった責任を真摯に受け止め、
今後はより一層職員と一体となって着実な進行管理
に努める。

市長

少子高齢化・過疎化等によりバス離れが進む
中、なくてはならない地域公共交通だが、路線
バス利用者は減少し、あいのりタクシー利用者
は増加している。今後、市の持ち出しが増える
可能性があるが、戦略はあるのか。

滞納が生じる要因は数多くあるかもしれない
が、滞納は公平の原則に反する。現在の高額滞
納者数、最高滞納額、繰り越し滞納額について
伺う。

学校規模適正化基本計画（第２次計画）の進捗
状況と今後の見通しを伺う。また、計画どおり
に進んでいない現状について見解を伺う。

質問

質問

質問

合併特例債のこれまでの活用実績と今後の計
画、また、計画内容の変更について

質問

市民部長答弁

建設部長答弁

教育部長

教育長

答弁

答弁

総務部長答弁

答弁

合併特例債について

永田 紘二　議員

冨丸 洋一郎　議員

地域公共交通対策について

住宅使用料の滞納の現状と徴収の
取り組みについて

小中学校の統廃合計画の進捗状況について
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有働 辰喜　議員

スクールバス（めのだけ小学校）

立山 大二朗　議員

①机・椅子は買い替えの必要性を各学校で判断して
もらい、計画的に対応する。贈呈ランドセルは、
教科書サイズの変化に対応する新規格の導入を検
討中。

②教職員の事務作業負担を減らし、児童生徒と触れ
合う時間を創出するための校務支援システムの導
入について調査研究を進める。

③日本語力が不十分な児童生徒は市内にも数名お
り、平成 28 年度は約 264 万円を充て、特別支援
教育支援員を 1 名配置をするとともに、ＮＰＯ法
人に日本語指導を委託。

地域の「稼ぐ力」を引き出すための確かな戦略を持っ
た組織として、オール山鹿で「山鹿版 DMO」の形成
が必要。核となる人材の育成・確保に取り組む。

①「やまが肝いりどん事業」によりこれまで 20 組
が結婚。セミナーやイベントの効果により順調に
推移している。

②改修工事費用の一部等を支援する「空き家バンク
活用促進」と「三世代同居住宅支援」の補助制度が
ある。今後もＳＮＳや移住定住総合相談窓口、移
住相談会を活用し情報発信に努め、移住定住促進
につなげる。

①教室備品と配布ランドセルのサイズは
②校務系システムと教職員の働き方改革は
③ダブルリミテッドの子どもたちの支援は

観光産業の競争力強化に向けての山鹿版 DMO 
設立の進捗状況は

①結婚支援事業は
②住環境の支援は

教育部長

経済部長

市民部長

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

上記質問の他に、公共施設の予約手段についても質問
を行った。

小中学校の教育環境について

観光立市に向けた取り組みについて

移住定住支援について

小学校統合について

スクールバス運行費補助金について

現在、非常に広い範囲で国の支援を受けており、今後
も補助金制度や交付税措置がなく
なることは想定してないが、仮に
無くなっても自治体の責務として
遠距離通学対策を講じていく。

平小城小の複式学級解消が喫緊の課題ではあるが、
10 月末に八幡小学校を統合校位置とすることに地域
の同意が得られたので、八幡・平小城・三岳各小の基
本枠組みで進める。

建物の老朽化を評価する構造耐力度調査において、
補助事業で建て替えの対象となる基準以下の建物がほ
とんどを占めたため、教室棟の一部 391㎡を除きその
他は建て替えとなった。

今年度のスクールバス運行予算は小学校 4 校で
5820 万 9000 円、中学校 2 校で 685 万 8000
円の合計 6506 万 7000 円を計上している。当
然国の国庫補助や、地方交付税の交付措置を受け
ての予算編成と思うが、市では今、鹿本地域、八
幡・平小城・三岳３小、山鹿中・鶴城中の統廃合
が進行中であり、今後運行費負担が増加し、それ
が継続する。そこで仮に山鹿市の財政悪化、国の
補助金、交付税算入が減少した場合でも保護者負
担を求めないで欲しいがいかがか。

小中学校規模適正化事業の目的は統廃合でなく、
児童生徒の教育環境の整備だと思う。その観点
に立てば、平小城小・三岳小は鹿北小と統合す
れば問題点の早期解決が図れるがいかがか。

第 2 次基本計画では既存施設を活用して統合
事業を推進する方針で当然鹿本小学校も当初
はその予定であったと認識しているが、新築に
計画変更となっている。どういう経緯で新築に
なったのか。

教育部長

教育部長

教育部長

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁
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議案等番号 案　　　　　　　　　　件 結　果

議 案 第 5 7 号 専決処分の承認を求めることについて（平成29年度山鹿市一般会計補正予算（第4号）） 承　認

議 案 第 5 8 号 山鹿市税特別措置条例の一部を改正する条例 可　決

議 案 第 5 9 号 山鹿市6次産業化・観光連携推進施設条例 可　決

議 案 第 6 0 号 平成29年度山鹿市一般会計補正予算（第5号） 可　決

議 案 第 6 1 号 平成29年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 可　決

議 案 第 6 2 号 平成29年度山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 可　決

議 案 第 6 3 号 平成29年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算（第3号） 可　決

議 案 第 6 4 号 平成29年度山鹿市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号） 可　決

議 案 第 6 5 号 平成29年度山鹿市水道事業会計補正予算（第1号） 可　決

議 案 第 6 6 号 平成29年度山鹿市病院事業会計補正予算（第3号） 可　決

議 案 第 6 7 号 平成29年度山鹿市下水道事業会計補正予算（第1号） 可　決

議 案 第 6 8 号 公の施設の指定管理者の指定について(山鹿市薄尾斎場) 可　決

議 案 第 6 9 号 公の施設の指定管理者の指定について(山鹿市一本松農村公園) 可　決

議 案 第 7 0 号 公の施設の指定管理者の指定について(山鹿市矢谷渓谷キャンプ場(キャンプ場及びテント村)) 可　決

議 案 第 7 1 号 公の施設の指定管理者の指定について(山鹿市矢谷渓谷キャンプ場(奥矢谷渓谷きらり)) 可　決

議 案 第 7 2 号 公の施設の指定管理者の指定について(山鹿市岳間渓谷キャンプ場) 可　決

議 案 第 7 3 号 公の施設の指定管理者の指定について(山鹿市さくら湯) 可　決

議 案 第 7 4 号 公の施設の指定管理者の指定について山鹿バスセンター(待合所棟)) 可　決

議 案 第 7 5 号 公の施設の指定管理者の指定について(山鹿バスセンター(物販棟)) 可　決

議 案 第 7 6 号 公の施設の指定管理者の指定について(八千代座等) 可　決

議 案 第 7 7 号 公の施設の指定管理者の指定について(山鹿市カルチャースポーツセンター) 可　決

議 案 第 7 8 号 公の施設の指定管理者の指定について(山鹿市民プール) 可　決

議 案 第 7 9 号 山鹿市過疎地域自立促進計画の変更について 可　決

議 案 第 8 0 号 人権擁護委員の推薦について 同　意

議 案 第 8 1 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 8 2 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 8 3 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 8 4 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 8 5 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 8 6 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 8 7 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 8 8 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 8 9 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 9 0 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 9 1 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 9 2 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 9 3 号 農業委員会委員の任命について 同　意

議 案 第 9 4 号 農業委員会委員の任命について 同　意

意 見 書 案 第 3 号 道路整備事業予算の総額確保等に関する意見書 可　決

【
主
な
議
案
】
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国

語
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・
助
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増
員

平成29年12月定例会における審議結果表

上記の案件は全会一致で審議結果表のとおりとなりました。
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。
山
鹿
も
西
南
戦
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の
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と
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り
、
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が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
市
内
に
も
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跡
が
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
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今
を
去
る
こ
と
１
４
１
年
前
、
陸
軍
少

将
・
三
浦
悟
楼
の
率
い
る
官
軍
と
、
桐
野

利
秋
の
薩
軍
や
熊
本
協
同
隊
な
ど
が
鍋
田

の
地
で
衝
突
し
て
「
山
鹿
口
の
戦
い
」
が

始
ま
り
ま
し
た
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そ
の
間
、
熊
本
協
同
隊
の
協
力
に
よ
り
、

こ
こ
山
鹿
で
は
普
通
選
挙
に
よ
る
「
日
本

初
の
民
権
政
治
」
が
、
僅
か
な
期
間
な
が

ら
行
わ
れ
た
の
で
す
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第
４
期
目
の
山
鹿
市
議
会
が
発
足
し
て

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
住
民

自
治
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
我
々
も
継
承

し
つ
つ
、
よ
り
良
い
市
政
の
実
現
に
向
け

て
市
民
の
皆
様
と
議
会
を
結
ぶ
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
「
や
ま
が
市
議
会
だ
よ
り
」
を

届
け
て
参
り
ま
す
。

広
報
委
員　

立
山
大
二
朗民権政治の舞台（山鹿市下町の光専寺楼門）

10月  2日 群馬県富岡市 新養蚕産業構想について

10月10日 静岡県伊豆市
中心市街地大衆浴場「さく
ら湯」の復興、芝居小屋の
観光活用について

10月31日 鹿児島県日置市 認知症等支援事業・市民後
見人推進事業について

11月  1日 兵庫県赤穂市 さくら湯再生事業について・認
知症支援体制構築事業について

11月  7日 兵庫県福崎町 一般廃棄物処理施設について

11月13日 鹿児島県湧水町
学力向上対策について特色あ
る教育の展開について不登
校、いじめ対策等について

11月15日 佐賀県神埼市 旧庁舎を利用した取り組み
について

11月20日 千葉県野田市 インクルーシブ教育システ
ムについて

議会の主な動き

10
月

4日（水）議会運営委員会行政視察（～ 5 日）
6日（金）広報委員会
7日 ( 土）山鹿市ふれあいピック第 13 回大会

12日（木）熊本県市議会議長会正副議長会
17日（火）全員協議会
21日（土）第 22 回山鹿消防フェスティバル
24日（火）百歳到達者表敬訪問
25日（水）森林・林業・林産業活性化九州大会（～ 26 日）
27日（金）鹿本高等学校創立 120 周年・統合 50 周年記念式典

城北高等学校創立 50 周年記念式典
28日（土）風ぐるまフェスタ 2017 高梁市交流会（～ 29 日）
29日（日）鹿北茶山唄全国大会

鹿央ふるさと祭り

11
月

1日（水）全国広域連携市議会協議会理事会（〜 2 日）
6日（月）熊本県後期高齢者医療広域連合議会
8日（水）全国市議会議長会評議員会

全国温泉所在都市議会議長協議会役員会
9日（木）2017 新シルク蚕業サミット in やまが

10日（金）鹿本商工高等学校創立 50 周年記念式典
11日（土）山鹿市青少年健全育成大会
15日（水）全国市議会議長会研究フォーラム（～ 16 日）

熊本県防災・危機管理トップセミナー
17日（金）建設経済常任委員会
18日（土）かほくまつり（～ 19 日）
20日（月）市民福祉常任委員会
22日（水）議会運営委員会
23日（木）山鹿温泉祭「御幸式」
24日（金）赤穂市・山鹿市文化交流展開会式
26日（日）山鹿温泉大餅投げ
28日（火）百歳到達者表敬訪問
30日（木）12 月定例会開会・全員協議会

12
月

3日（日）やまが人権フェスティバル
6日（水）12 月定例会質疑・一般質問
7日（木）12 月定例会質疑・一般質問

広報委員会
8日（金）建設経済常任委員会

11日（月）市民福祉常任委員会
12日（火）総務文教常任委員会
13日（水）議会運営委員会

防衛セミナー
15日（金）12 月定例会閉会・全員協議会
17日（日）山鹿市駅伝大会
26日（火）百歳到達者表敬訪問
28日（木）年末警戒
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【人事案件】

〈人権擁護委員〉
市長から提出された「人権擁護委員の推薦」については、
次のとおり同意しました。
　　　 山鹿市鹿北町　齊藤　 順孝氏

＜農業委員会委員＞
市長から提出された「農業委員会委員の任命」については、
次のとおり同意しました。
　　　 山鹿市鹿本町　隈部　誠一氏
　　　 山鹿市山鹿　　阿蘇品幸博氏
　　　 山鹿市寺島　　下田　幸夫氏
　　　 山鹿市鍋田　　坂本　照子氏
　　　 山鹿市方保田　長曽我部徹氏（新任）
　　　 山鹿市久原　　竹下　輝明氏（新任）
　　　 山鹿市鹿北町　稲葉　和弘氏
　　　 山鹿市鹿北町　廣松　久喜氏
　　　 山鹿市鹿本町　守川　千穂氏
　　　 山鹿市方保田　若杉　史　氏
　　　 山鹿市鹿央町　廣田　幸德氏（新任）
　　　 山鹿市菊鹿町　米岡　一利氏
　　　 山鹿市鹿央町　森　　利光氏（新任）
　　　 山鹿市菊鹿町　栗原　政数氏


